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チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
ア
ナ
ト
リ
ア
半
島
か
ら
中

央
ア
ジ
ア
が
原
産
と
さ
れ
、
そ
の
地
域
に
は
多

数
の
野
生
の
品
種
が
生
育
し
て
い
た
。
十
七
世

紀
に
な
り
、
ア
ナ
ト
リ
ア
半
島
を
本
拠
と
す
る

オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
全
盛
時
代
で
あ
っ
た
オ
ラ

チ
ュ
ー
リ

ッ
プ

・
バ
ブ
ル

平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
を
代
表

す
る
歌
人
の
鴨
長
明
の
随
筆

「方
丈
記
』
は

『枕
草
子
」
「徒
然
草
J

と
と
も
に
日
本
の
三
大

古
典
随
筆
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
冒
頭
は
「
ゆ
く

河
の
流
れ
は
絶
を
す
し
て
、
し
か
も
も
と
の
水

に
あ
ら
ず
。
よ
ど
み
に
浮
か
ぶ
う
た
か
た
は
、

か
つ
消
え
か
つ
結
び
て
久
し
く
と
ど
ま
り
た
る

た
め
し
な
し
。
世
の
中
に
あ
る
人
と
住
み
か
と
、

ま
た
か
く
の
ご
と
し
」
と
い
う
万
物
流
転
を
見

事
に
表
現
し
た
文
章
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
諦
観
が
社
会
に
は
存
在
す
る
一

方
、
そ
の
対
極
に
あ
る
よ
う
な
欲
望
も
ま
た
存

在
す
る
。
そ
の
欲
望
を
現
実
の
社
会
で
実
現
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
た
め
、
歴
史
に
は
社

会
の
規
範
を
無
視
し
て
実
現
し
よ
う
と
し
た

人
々
が
多
数
登
場
す
る
。
そ
れ
ら
の
人
々
は
個

人
と
し
て
破
綻
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
多
数
の

人
々
を
も
破
綻
さ
せ
る
結
果
に
な
り
事
件
と
な

る
。
そ
の
よ
う
な
バ
ブ
ル
事
件
に
科
学
技
術
が

関
係
し
た
事
例
を
紹
介
す
る
。

ン
ダ
に
様
々
な
種
類
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
渡
来

し
、
そ
の
栽
培
が
流
行
し
た
が
、
球
根
が
モ
ザ

ィ
ク
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、
複
雑
な
模
様

の
花
弁
が
発
生
し
、
そ
の
模
様
に
よ

っ
て
は
高

値
で
売
買
さ
れ
る
状
態
に
な

っ
た
。

次
第
に
庶
民
も
売
買
に
参
加
し
は
じ
め
、
一

六
三
七
年
に
は
球
根
一
個
の
値
段
が
熟
練
し
た

職
人
の
年
収
の
約
＋
倍
に
な

っ
た
と
い
う
情
報

も
あ
る
。
現
在
に
比
定
す
る
と
、
球
根
一
個
が

五
0
0
0
万
円
以
上
で
売
買
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
最
高
の
値
段
に
な
っ
た
の
は
セ
ン

ペ
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス

（無
窮
の
皇
帝
）
（図

1
)
で、

一
六
三
六
年
秋
に
は
球
根
一
個
の
値

段
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
運
河
周
辺
の
高
級
住

宅
一
軒
の
価
格
と
同
等
に
な

っ
た。

さ
ら
に
流
行
は
加
熱
し
て
現
物
の
な
い
ま
ま

売
買
さ
れ
る
空
売
り
ま
で
発
生
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
バ
ブ
ル
経
済
に
共
通
の
特
徴

で
翌
年
の
二
月
に
突
然
に
暴
落
し
は
じ
め
、
売

買
は

一
気
に
消
滅
し
た
。
こ
れ
は
歴
史
に
記
録

”

.
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南
海
会
社
パ
ブ
ル
事
件

図2南海会社

さ
れ
る
最
初
の
バ
ブ
ル
経
済
事
件
と
さ
れ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
異
常
事
態
が
発
生
し
た
背
景
に
は
、

こ
の
時
期
の
オ
ラ
ン
ダ
は
ア
ジ
ア
と
の
貿
易
で

繁
栄
し
て
独
立
（
一
六
四
八
）
直
前
で
、
国
家

全
体
が
高
揚
し
て
い
た
こ
と
と
さ
れ
る
。

十
八
世
紀
初
頭
に
財
政
危
機
に
直
面
し
た
イ

ギ
リ
ス
政
府
は
国
際
貿
易
で
経
済
を
再
生
し
よ

う
と
い
う
政
策
を
立
案
し
、
一
七
―
一
年
に
南

海
会
社

（サ
ウ
ス

・
シ
ー

・
カ
ン
バ

ニ
ー
）
と

い
う
国
策
会
社
を
設
立
し
た
（
図
2
)
。
主
要

な
業
務
は
ア
フ
リ
カ
の
住
民
を
奴
隷
に
し
て
ス

ペ
イ
ン
が
領
有
し
て
い
た
カ
リ
ブ
海
域
の
島
々

に
売
買
す
る
こ
と
で
、
こ
の
利
益
に
よ
っ
て
イ

ギ
リ
ス
の
財
政
を
再
生
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
と
の
関
係
悪
化
や
海
難
事

故
の
発
生
に
よ
り
苦
境
に
な
っ
た
。

そ
の
解
決
の
た
め
一
七
一
八
年
に
富
簸
を
発

行
し
た
と
こ
ろ
成
功
し
、
貿
易
と
い
う
本
業
か

ら
金
融
事
業
に
逸
脱
し
て
い
く
発
端
に
な
っ
た
。

翌
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
発
行
の
公
債
を
購
入

し
、
そ
れ
と
同
額
の
株
式
を
発
行
す
る
許
可
を

取
得
し
た
。
こ
の
仕
組
み
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀

行
と
の
競
争
で
あ

っ
た
た
め
本
来
は
無
理
な
状

況
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
中
産
階
級
の
人
々
に

は
資
金
の
余
裕
が
あ
り
、
投
資
対
象
を
探
索
し

て
い
た
た
め
格
好
の
目
標
に
な
っ
た
。

こ
の
株
価
は
一
七
二

0
年
一
月
に
は
一

0
0

ポ
ン
ド
、
五
月
に
は
七

0
0ポ
ン
ド
、
六
月
に

は
一

0
五
0
ポ
ン
ド
と
い
う
異
常
な
高
騰
に
な

っ
た
が
、
政
府
が
規
制
を
し
た
た
め

一
気
に
暴

落
し
た
。
こ
の
余
波
で
南
海
会
社
の
株
価
も
暴

落
し
、
株
式
を
購
入
し
た
多
数
の
人
々
が
破
産

し
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
余
談
で
あ
る
が
、
当

時
、
造
幣
局
長
で
あ
っ
た
大
科
学
者
ニ
ュ

ー
ト

ン
も
購
入
し
た
が
、
暴
落
に
よ
り
大
損
を
し
て

い
る
。

北
米
大
陸
の
中
央
を
南
下
す
る
網
目
の
よ
う

な
河
川
は
先
住
民
族
の
言
葉
で
大
河
を
意
味
す

る
ミ
シ
シ
ッ
ピ
と
い
う
名
前
で
、
世
界
三
位
の

流
域
面
積
で
あ
る
広
大
な
地
域
は
十
六
世
紀
か

ら
フ
ラ
ン
ス
が
占
領
し
て
い
た
（
図

3
)
。
そ

の
広
大
な
地
域
を
開
発
す
る
目
的
で
十
八
世
紀

初
頭
に
ミ
シ
シ
ッ
ピ
会
社
が
設
立
さ
れ
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
で
フ
ラ
ン
ス
の
財
務
総
監
に

就
任
し
て
い
た
J

・
ロ
ー
が
開
発
の
権
利
を
獲

得
し
て
名
称
を
西
方
会
社
に
変
更
し
た
。

当
時
の
フ
ラ
ン
ス
は
何
度
か
の
戦
争
と
国
王

ル
イ
十
四
世
の
浪
費
な
ど
に
よ
り
巨
額
の
財
政

赤
字
に
直
面
し
、
通
貨
の
価
値
は
急
速
に
低
下

ミ
シ
シ
ッ
ピ
・
バ
ブ
ル
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運
河
ハ
ブ
ル

し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
時
期
の

一
七
一
八
年

に
ロ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
王
立
銀
行
の
総
裁
に
就
任

し
、
翌
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
海
外
貿
易
の
特
権

を
一
手
に
掌
握
す
る
ミ
シ
シ
ッ
ピ
会
社
の
総
裁

に
な
る
。
そ
し
て
ミ
シ
シ
ッ
ピ
流
域
を
開
発
す

る
拠
点
と
し
て
河
口
に

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
と

い
う
都
市
を
建
設
し
た
。

改
名
さ
れ
た
西
方
会
社
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
か

ら
北
米
と
カ
リ
ブ
海
域
に
あ
る
西
イ
ン
ド
諸
島

と
の
貿
易
を
独
占
す
る
権
利
を
付
与
さ
れ
、
い

く
つ
か
の
貿
易
会
社
を
統
合
し
て
イ
ン
ド
会
社

と
な
っ
た
。
ロ
ー
の
巧
妙
な
宣
伝
に
よ
り
イ
ン

ド
会
社
の
株
式
は
一
気
に
二
十
倍
に
高
騰
し
た

が
、
翌
年
に
信
用
不
安
が
発
生
し
て
株
価
は
暴

落
し
、
ロ
ー
は
解
任
さ
れ
て
フ
ラ
ン
ス
国
外
に

逃
亡
し
た
。
こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
事
件
は
史
上

三
大
パ
ブ
ル
経
済
と
さ
れ
る
。

産
業
革
命
を
発
生
さ
せ
た
重
要
な
技
術
は
蒸

気
機
関
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
輸
送
手
段
に
利
用

す
る
鉄
道
が
一
八
二

0
年
代
に
実
現
す
る
ま
で

イ
ギ
リ
ス
国
内
の
重
要
な
移
動
手
段
は
運
河
を

通
行
す
る
船
舶
で
あ
り
、
一
七
六

0
年
代
か
ら

一
八
三

0
年
代
に
は
イ
ギ
リ
ス
各
地
に
多
数
の

運
河
が
掘
削
さ
れ
た
。
そ
の
最
初
と
さ
れ
る
の

は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
付

近
に

一
七
六
五
年
に
開
通
し
た
ブ
リ
ッ
ジ
ウ
ォ

ー
タ
ー
運
河

（図
4
)
で
あ
る
。

こ
の
運
河
は
内
陸
で
産
出
さ
れ
る
石
炭
を
港

湾
ま
で
大
量
か
つ
安
価
に
輸
送
す
る
こ
と
に
効

果
が
あ
り
、
石
炭
の
価
格
が
半
減
す
る
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
こ
の
成
功
に
よ
り
、
一
七
九

0
年
代

か
ら
イ
ギ
リ
ス
全
土
に
運
河
熱
狂

（キ
ャ
ナ
ル

・
マ
ニ
ア
）
と
名
付
け
ら
れ
る
流
行
が
発
生
し
、

巨
額
の
資
金
が
投
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
一
九

0
五
年
に
開
削
さ
れ
た
ニ
ュ

ー

・

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
運
河
を
最
後
に
新
規
の
運
河

の
建
設
は
終
了
し
た
。

原
因
は
一
八
二
五
年
に
ス
ト
ッ
ク
ト
ン
と
ダ

膿■l

四

囮4ブリッジウォーター運河

鉄
道
バ
ブ
ル

ー
リ
ン
ト
ン
の
一
七
キ
ロ
の
区
問
に
開
通
し
た

鉄
道
以
後
、
鉄
道
が
全
国
に
急
速
に
敷
設
さ
れ

は
じ
め
た
こ
と
で
あ
り
、
運
河
が
物
流
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
は
急
速
に
減
少
し
た
。
し
か
し
運

河
は
無
用
の
長
物
に
は
な
ら
ず
、
二
十
世
紀
後

半
か
ら
は
観
光
目
的
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
人
気
の
影
禦
で
二
十
一
世
紀
に
な

っ

て
既
存
の
運
河
を
連
結
す
る
延
長
二
四

0
キ
ロ

の
フ
ェ
ン
ス
運
河
リ
ン
ク
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。

「
レ
ー
ル
ウ
ェ
イ

・
マ
ニ
ア
」
と
い
う
英
語

が
あ
る
。
日
本
で
は
鉄
道
を
乗
車
や
見
物
の
対

象
に
す
る
熱
心
な
人
々
を
連
想
す
る
よ
う
な
言

葉
で
あ
る
が
、
英
語
で
は
鉄
道
を
投
資
の
対
象

と
し
て
熱
中
す
る
人
々
を
表
現
す
る
言
葉
で
あ

る
。
前
述
の
よ
う
に
、
十
九
世
紀
初
期
に
イ
ギ

リ
ス
に
最
初
の
鉄
道
が
実
現
す
る
と
、
鉄
道
路

線
は
一
気
に
増
加
し
て
鉄
道
会
社
へ
の
投
資
が

過
熱
し
、
同
一
地
域
に
複
数
の
鉄
道
が
敷
設
さ

れ
る
事
態
さ
え
発
生
し
た
。

こ
の
過
熱
に
よ
り
、
最
初
の
鉄
道
が
敷
設
さ

れ
て
か
ら
二
十
五
年
後
の
一
八
五

0
年
ま
で
に

イ
ギ
リ
ス
で
は
九
六

0
0
キ
ロ
の
鉄
道
が
敷
設

さ
れ
た
。
こ
れ
は
人
間
の
移
動
を
容
易
に
し
た

だ
け
で
は
な
く
、
社
会
に
様
々
な
変
化
を
も
た

ら
し
た
。
一
例
が
保
険
業
界
の
繁
盛
で
あ
る
。
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初
期
の
鉄
道
は
意
外
に
危
険
な
移
動
手
段
で
あ

っ
た
た
め
、
生
命
保
険
会
社
が
傷
害
保
険
に
進

出
し
、
そ
れ
以
前
の
海
上
保
険
、
火
災
保
険
、

生
命
保
険
以
外
の
旅
行
保
険
が
登
場
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
て
出
現
し
た
の

が
鉄
道
を
利
用
し
た
団
体
旅
行
で
あ
る
。

一
八

五
一
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
世
界
最
初
の
博
覧
会
が

開
催
さ
れ
た
が
、
当
時
は
地
方
の
人
々
が
筋
単

に
ロ
ン
ド
ン
に
出
掛
け
ら
れ
る
状
況
で
は
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
T
・
ク
ッ
ク
が
ロ
ン
ド
ン
ヘ
鉄

道
で
移
動
す
る
団
体
旅
行
を
企
画
し
た
と
こ
ろ

一
九
七
二
年
七
月
に
第
六
四
代
総
理
大
臣
に

就
任
す
る
直
前
の
六
月
に
田
中
角
栄
は
自
身
が

総
理
大
臣
と
し
て
実
行
す
る
構
想
を

『日
本
列

島
改
造
論
」
と
い
う
顆
名
の
市
販
の
書
籍
と
し

て
発
表
し
た

（図
6
)。
こ
れ
は
新
潟
と
い
う

日
本
の
中
枢
か
ら
距
離
の
あ
る
日
本
海
側
の
出

身
の
人
問
と
し
て
、
全
国
の
地
域
格
差
を
一
気

に
解
消
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
日
本
の
再
編
計

画
で
あ
り
、
九
一
万
部
を
売
上
げ
、
年
間
四
位

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

っ
た
。

明
治
時
代
以
来
の
政
策
に
よ
っ
て
東
京

一
極

集
中
に
な

っ
た
日
本
の
地
域
格
差
是
正
の
た
め

に
、
日
本
列
島
全
域
に
高
速
鉄
道
と
高
速
道
路

と
高
速
通
信
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
と‘,'‘ 2
 
7
 ，
 

J
 

• 
J
 
論造改島列

一

本

日

改造論
日
本
列
島
改
造
パ
ブ
ル

人
気
に
な
り
、
以
後
、
国
内
だ
け
で
は
な
く
海

外
に
も
鉄
道
を
利
用
し
て
観
光
に
出
掛
け
る
団

体
旅
行
が
発
展
し
た

（図
5
)。

と
も
に
、
本
州
と
四
国
を
連
絡
す
る
三
本
の
架

橋
を
建
設
し
、
こ
れ
ま
で
表
日
本
側
に
集
中
し

て
い
た
人
口
と
産
業
を
全
国
に
分
散
さ
せ
る
壮

大
な
構
想
で
あ
っ
た
。
新
潟
と
い
う
明
治
以
来

の
恩
恵
を
享
受
で
き
な
か

っ
た
地
域
の
怨
念
を

一
気
に
噴
出
さ
せ
る
内
容
で
も
あ

っ
た
。

し
か
し
事
前
に
土
地
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い

な
か

っ
た
た
め
に
全
国
で
土
地
の
買
占
め
が
発

生
し
、
札
幌
で
は
住
宅
用
地
が
一
年
で
三
七
％
、

福
岡
で
は
二
六
％
も
上
昇
す
る
異
常
事
態
と
な

り
、
そ
の
年
度
の
高
額
所
得
の
上
位
は
土
地
成

金
が
占
有
す
る
状
態
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
翌
年

に
発
生
し
た
石
油
危
機
が
物
価
高
騰
を
加
速
し

て
「
狂
乱
物
価
」
と
い
う
言
葉
が
氾
濫
す
る
よ

う
に
な
り
、
こ
の
バ
ブ
ル
経
済
か
ら
の
回
復
に

は
約
二
十
年
と
い
う
年
月
を
必
要
と
し
た
。

今
回
は
十
七
世
紀
以
後
に
発
生
し
た
バ
ブ
ル

事
件
の
数
例
を
紹
介
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
現

象
は
歴
史
に
頻
繁
に
登
場
し
て
い
る
。
そ
の
背

後
に
あ
る
の
は
人
間
の
金
銭
や
地
位
や
名
誉
ヘ

の
欲
望
で
あ
り
、
そ
れ
を
社
会
に
拡
散
す
る
交

通
や
通
信
の
技
術
が
発
展
す
れ
ば
発
生
は
加
速

す
る
。
社
会
は
バ
ブ
ル
事
件
の
抑
制
の
た
め
に

制
度
や
規
則
を
制
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
人
間

の
欲
望
を
抑
制
す
る
仕
組
み
が
発
明
さ
れ
な
け

れ
ば
、
今
後
も
バ
ブ
ル
事
件
は
発
生
す
る
。
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